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奈 良 市東 部 の複合 遺跡 一縄紋から安土 ･桃山時代まで

+I
水同遺跡 奈良市水 間町

調査 の概 要 奈 良市 の東部､水間町 には､弥

生 ･古墳時代 の遺物散布地があります｡奈良時代
そま

以降は東大寺や新薬師寺 の仙 (木を採るための山)

として利用され､中世 には水間氏の支配地であっ

たとされて います｡平成 11･12年度 に3回の調査

を行 ったところ､縄紋時代から安土桃 山時代まで

の人々の生活の跡が多数見つか りました｡

主なものとして､以下のような遺構があります｡

谷 (D

低地 ①

丘陵 ②

丘陵 ③

丘陵 ⑤

縄紋時代 中期前葉 (約5,000-

4,700年前)の住居跡｡

縄紋時代早期後葉 (約6700年

前)以前の土坑､弥生時代後期末

の溝 と土坑､平安時代後期の掘立

柱建物､鎌倉時代前期の溝｡

飛鳥時代の護岸施設､鎌倉時代

前期の祭祀遺構｡

古墳時代後期の溝｡

鎌倉～室町時代の火葬墓｡

平安時代中期か ら鎌倉時代の土

坑 ･溝｡

弥生時代後期末 の溝と土坑､鎌

倉時代後半の土坑､室町時代前半

の掘立柱建物と土坑､安土桃山時

代末の理恵と液｡特に､液の存在

は丘陵⑤がこの頃居館の一部であ
うかが

ったことを窺わせます｡

これ らのことから水 間遺跡では､丘陵や微高地

は縄紋時代か ら住居域として利用され､低地 の一

部は古墳時代後期にようやく開発されたことがわ

か ります｡平安時代末か ら鎌倉 時代にか けて､谷

や微 高地 ･低地は､水田開発にともなう造成が行

なわれてお り､住居域は丘陵の上に移っていった

ようです｡

また､鎌倉 ～室町時代の火葬墓地や､安土桃山

時代 の居館か らみて､有力者が存在 し､水間 の地

を支配 していたものと思われます｡
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ちん じqJ
中世 の火葬 墓 水間町には､村の鎮守 として

た む け や 士 かん じよう ばらまん
東大寺 の手向山八幡神 を勧請 した八幡神社が あり

ば は

ますが､この神社の参道 につづく丘 陵②は ｢馬場
ささ
崎｣と呼ばれ､神社の祭紀場として馬を走 らせる

場で した｡この丘陵②の先端部を調査 したところ､

鎌倉 ･室町時代 の火葬墓と考えられ る遺構が見つ

か りました｡

火葬墓 とは､火葬骨 を納めた墓のことで､仏教

の影響で8世紀 頃か ら日本でも営まれるようにな

った ものです｡水間遺跡では､8つの火葬墓を確

認 しました｡

これ らの墓は､丘陵の先端部を造成 した平坦面

と斜面とにそれぞれ造 られて いました｡火葬墓1

とそれ以外は､下表に示すように立地も形態も規

模 も異なっていましたが､いずれ も積み石がみ ら

れました｡

火葬墓1では､墓穴 の中に黄色粘土 を入れ､そ

の上に石が積まれていま した｡また､火葬墓2- 8

では､墓穴をある程度埋めた上にばば同心 円状に

石が積まれたものがあ りま した｡火葬墓2-8は､

斜面上 に並んで作 られていますが､隣り合 ってい

るものでも時期が大きく異なっています｡

か こうがん れ舌
積み石 には､付近で産出する花 樹岩の磯 を多数

用いていますが､火を受 けた痕跡 のある磯が多く

含まれています｡これに対 し､墓穴の壁面や底面

には熱 を受けた痕跡がありませんで したので､火

葬場で用いられた磯を埋葬施設まで運んできたの

で しょう｡

墓穴に石が積まれているのは､墓地で石を積む
く どく ちんこん みず

行為が､功徳 を積み､死者の鎮魂 を願うと共に自
そ くさい

らの息災を願う行為とされているか らと思われま
しq)うこつ こ つ t-うき

す｡拾骨 した骨は､骨蔵器 が残っていない ことか

ら何 らかの有機質の袋ない しは容器 に入れて埋葬
ふ し上く

したので しょう｡これが年月を経 て腐食 し､上に

火葬墓の配置 1/200

積んでいた石が崩落 したと考えられます｡

出土遺物は､土器以外にあ りませんが､火葬墓

1では､石積みに空間 を設 けた り､土の上か ら穴

が掘 られてお り､ここに何 らか の副葬品 を埋納 し
ついモーう

ていた可能性 もあります｡ しか し､迫葬 のための

墓穴である可能性もあります｡

奈 良県宇陀地方 の中世墓地の例 (大王山遺跡)

では､ 13世紀頃か ら在地の有力者によって火葬墓

地が造営されるよ うになったようで､ 14世紀後半
ゼ う ば

以降 になる と造墓者が広が り､新 たに台頭 した
み 上うしゅ
名主層が小規模墓地を多くつくるようにな ってき

ます｡

水間追跡の火葬墓は､ 13世紀後半～ 14世紀後半

のきわめて小規模な墓地であ りますが､その立地

は鎮守社の祭紀場の先端であ り､また背後に山を
:b
負い､平地 の流水を臨むとい う風水思想に基づ く

選地であることから､ この頃の水間町における極

めて中心的な人物が埋葬されていたのかも知れ ま

せん｡ 中世 に水間を支配 していた水 間氏が記録に

あらわれるのは天文2年 (1553)か らであり､墓

に葬 られているのは､それ以前に水 間を支配 して

いた人物の可能性があります｡

遠地 墓穴の平面形 墓穴の規模 出土遺物 時 期

火葬嘉l I;l=l 方形 2.8mXl.7m 深さ約0.3m 土師器皿 14世紀後半

火葬基2 面 円形 直径約0.7m 深さ約0.3m

火葬董3 面 円形 直径約0.9m 深さ約0.6m

火葬基4 面 円形 直径約1.0m 深さ約0.7m 土師器羽釜 14世紀後半

火葬董5 面 円形 直径約1.0m 深さ約0.8m 瓦器椀 13世紀後半

火葬基6 斗面 円形 直径約1.3m 深さ約0.3m

火葬墓7 斜面 円形 直径約0.9m 深さ約0.3m

火葬董8 斜面 円形 直径約1.1m 深さ約0.3m

火葬墓の規模 ･形態 ･その他
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